別紙

長野県立総合リハビリテーションセンター給食業務委託評価会議審査要領


給食業務委託プロポーザル実施要領に基づき、給食業務委託評価会議が最優秀提案者を選定するための審査方法は以下のとおりとする。

１　審査方法
〇書類審査及びプレゼンテーション・ヒアリング審査により、各企画提案書の評価を行う。
〇各評価基準項目について５段階評価を行い、各委員が評価した評価点数の合計を平均した点数（小数点以下第二位を四捨五入）を当該提案者の得点とする。
〇評価の結果、次に掲げる提案者は採用しないものとする。
・得点が50点に満たない提案者
・委員全員が０点とした評価基準項目がある提案者
〇最優秀提案者は、当該平均点数の最高得点提案者とし、同点提案者が複数いる場合は、委員会において決定する。

２　審査基準及び配点
（１）審査委員の評価
審査委員は、企画提案書の提案内容について次の評価を行う。
	審査基準
	評価
	評価率

	「とても評価できる」　　
	Ａ
	1.00

	「評価できる」
	Ｂ
	0.75

	「ふつう」
	Ｃ
	0.50

	「あまり評価できない」
	Ｄ
	0.25

	「評価できない」
	Ｅ
	0.00





（２）評価の配点
評価基準項目の配点は表のとおりの配点とする。	
	評価基準項目
	評価する主な事項
	配点

	障害者支援施設及び病院の給食業務に対する理解
	当施設の給食業務に対する理解は十分か。
	10

	人員配置計画等による事業実施体制
	組織図の中に指導体制が明確に記載されているか。
	20

	
	勤務体制は十分な人数が確保されているか。
	

	
	欠員が生じた場合の代替・補充体制は、確実に実施できるようになっているか。
	

	衛生管理体制及び危機管理体制
	感染対策・清潔保持等の衛生管理に対する対応方法及びマニュアル等による管理体制は適切か。
	20

	
	事故が発生した場合の対応と連絡・応援体制は適切に構築されているか。
	

	
	[bookmark: _Hlk142404260]過去３年間に長野県内で受託した調理業務において事故が発生した事例がある場合、事故への対処及び再発防止の取組が適切になされているか。
（過去３年以内に食中毒等の重大な事故があれば、事故の重大性に応じて５点から20点の範囲で減ずる。）
	

	給食業務の適切な運営
	給食業務の運営における指導・助言体制は適切か。
	20

	
	適正かつ喫食者満足度の高い給食業務(調理、盛付、配膳・下膳等)を行うための対策がされているか。
	

	
	入所者及び入院患者の病態に応じた個別対応が適切か。
	

	従事者への教育・研修体制
	調理技術及び衛生管理に関する研修、業務責任者の研修及び新任従事者への研修体制はできているか。
	10

	業務実績及び経営状況
	同種施設への業務実績はあるか。
	10

	
	経営状況に問題はないか。
	

	費用の妥当性
	提案書の人員配置で、実施可能な積算内容の見積金額となっているか。
	10

	
	コスト意識を持った積算となっているか。
	


（３）企画提案書の採点
各委員が評価した（１）の結果に対して次の方法で評価点を算出する。
審査項目の配点×評価率＝評価点数
